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河内町新庁舎の検討経緯および状況について別紙１

１．新庁舎検討の経緯

 
　　現在の本庁舎は、昭和４４年に建築後、既に５０年以上が経過しており、以下のような課題を有することから、町は令和４年７月に「河内町新庁舎検討委員会」を設置し、新庁舎建設の検討を行ってまいりました。

[image: ]　課題①：施設・整備の老朽化
　　・施設の老朽化により、複数箇所における雨漏りや、軟弱地盤に起因する2階会議室の傾きが発生し、随時補修工事を行っていますが抜本的な解消が難しい状況です。
・本庁舎は、「河内町公共施設個別施設計画」（令和4年３月）の劣化状況調査にて算定した健全度が100点中46であり、激しい劣化が進んでいる状態です。【議会録音室雨漏り跡】


[image: ]　課題②：庁舎の狭あい化
　　・入口ロビーに総合案内がない、相談コーナーが不足し、福祉や税等の相談時にプライバシーの確保が困難、エレベーターがなくバリアフリーへの対応が不十分、収納スペース・会議室等の不足による業務の非効率化等の課題があります。
【相談コーナーの状況】

　課題③：防災拠点としての課題
[image: ]　　・町内全域が利根川の大規模氾濫時の浸水想定区域内であり、水害発生時には、本庁舎１階の基幹系及び情報系システムのサーバー室が浸水し、行政サービスの提供が行えなくなる恐れがあります。
・本庁舎は、平成23年度に耐震補強工事を実施していますが、今後想定される首都直下地震等に十分な耐震性があるか懸念があります。【本庁舎玄関に掲示された水位表示】

・非常用電源設備が不足しており、災害対策本部機能を維持するために必要とされる72時間の電源供給ができません。

　　以上の課題を踏まえ、河内町では庁舎の建替を前提に、現在検討を進めています。
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２．新庁舎の基本的な考え方、整備方針（案）について


新庁舎の基本的な考え方


①町民に開かれた庁舎
②バリアフリーとユニバ―サルデザインに対応した庁舎
③住民自治の拠点となる庁舎
④町民の安心・安全を支える庁舎	
⑤環境にやさしい庁舎
⑥行政需要の変化に対応できる庁舎
新庁舎の整備方針


①人にやさしく、利用しやすい庁舎
②無駄を省いたスリムな庁舎
③町民参画の拠点となる庁舎
④防災拠点としての庁舎
⑤環境に配慮した庁舎
⑥議会活動の拠点としての庁舎

３．建設位置


[image: ]新庁舎の建設位置については、現在、以下の「A 現本庁舎エリア」、「B 中央公民館エリア」の2箇所に候補地を絞り検討しています。
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